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№3７２ 

大
野
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
「
大
竹
・
大
野
地
区
マ
ツ
ダ
Ｏ
Ｂ
会
」。
庭

の
雑
草
取
り
や
簡
単
な
、
か
た
づ
け
な
ど
で
き
る
範
囲

で
困
っ
て
お
ら
れ
る
人
の
お
手
伝
い
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
会
長
は
殿
納
基
靖
（
と
の
う
も
と
や
す
）
さ
ん
。 

 

殿
納
さ
ん
は
今
ま
で
、 

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
能 

登
半
島
地
震
の
災
害
復
興 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も 

参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。 

５月１日と６月６日、１９日の三日間、大野西小学校６年生の皆さんが福祉、

ボランティア活動について学びました。 

市社協職員が「福祉とは？」について説明を行い、点訳グループ「てのひら」の皆

さんと視覚障がいのある植原鈴枝さん、手話サークル「かざぐるま」の皆さん、障が

い児（者）相談支援事業所「みんなの手」の先生と市社協職員で、「点字」・「手話」・

「車いす」「認知症の人への声掛け」など「福祉」をテーマに学習しました。 

点字の体験では、事前に用意してもらっていた

「今、頑張っていること、これからやってみたいこと」

をテーマに皆さんが「遊園地へ行きたい」「素振り

を５００回頑張っている」など、それぞれの思いを

点字で打って植原さんに読んでもらいました。 

                  初めは「自分の点字読んでもらえるかな？」と 

 

 

不安そうだった子ども達でしたが、 

読んでもらえて喜んでいました。 

 手話の体験では、手話を覚えて自己紹介をし、 

隣のお友達にあいさつをしていました。 

最後は、手話歌「にじ」を歌いました。 

市社協から「福祉とは、普段の暮らしの幸せ」と伝え 

「困った人がいたら助けてほしい」ことをお願いすると、みんな当たり前のように

「困っていたら助けるよ！」と答えてくれました。 

地域や学校にたくさんの悩みや生きづらさを抱えた人がいます。 

そんな時、寄り添っていけるような地域になれるようこれからも一緒に考えていき

ましょう。 

 

廿日市市社会福祉協議会では、車いすの貸し出しを行なっております（最大一か月）。市在住者で緊急一時的に

車いすが必要な人、車いす体験等、学校や地域における諸行事で必要とする、入院先の病院、または入所している福

祉施設等から一時帰宅する、旅行、レク等で使用する時も貸出対象です。介護保険の要支援または要介護認定者は原

則対象外ですが以下の場合には貸出します。（認定者であっても緊急性の高い場合、介護保険申請中もしくは将来的

に申請を考えていて車いすが手元になく練習したい、等）ご相談ください。 

７
月
３
日
、
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
の
生
活
を
勉
強
し
た
い 

グ
ル
ー
プ
廿
日
市
高
校
三
年
生
６
人
と
、
参
加
を
募
っ
た 

７
人
の
生
徒
が
手
話
サ
ー
ク
ル
「
か
ざ
ぐ
る
ま
」
の 

み
な
さ
ん
と
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

「
ろ
う
者
が
生
活
で
必
要
な
こ
と
、
学
ん
で 

き
た
こ
と
を
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に 

活
動
し
て
き
た
。
実
際
に
会
っ
て
み
た
い
！
」 

と
の
思
い
が
本
日
実
現
し
ま
し
た
。 

              

今
ま 

 

 

廿日市高校との交流会 
手話サークルかざぐるま 

 

殿
納
さ
ん
か
ら
３
月
に
初
参
加
さ
れ
た
際
の 

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

３
月
上
旬
に
七
尾
市
で
４
日
間
、
３
月
末
に 

珠
洲
市
で
２
日
間
の
活
動
で
す
。
災
害
復
興
支 

援
、
そ
れ
も
石
川
県
と
い
う
遠
方
で
活
動
す
る 

の
は
初
め
て
で
し
た
。 

自
分
に
何
が
で
き
る
か
不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、
現
地
で
は

災
害
復
興
と
い
う
志
を
同
じ
く
す
る
仲
間
と
出
会
い
、
助
け
合

い
な
が
ら
、
被
災
し
た
家
屋
で
の
、
瓦
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

瓦
礫
撤
去
・
損
壊
し
た
家
財
の
搬
出
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
報

道
で
見
た
惨
状
、
倒
壊
し
た
家
屋
や
断
裂
し
た
路
面
の
他
に
、

外
見
は
大
丈
夫
で
も
内
部
は
被
災
し
て
生
活
困
難
な
家
屋
は
衝

撃
で
し
た
。
被
災
さ
れ
た
人
か
ら
の
「
助
け
に
き
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
」
と
い
う
感
謝
の
言
葉
、
能
登
の
高
校
生
が
復
興
応

援
に
駆
け
付
け
た
人
に
向
け
た
言
葉
「
恩
送
り
」
こ
れ
ら
の
言

葉
は
心
に
染
み
ま
し
た
。 

恩
を
返
す
だ
け
で
な
く 

他
へ
繋
ぎ
拡
げ
て
行
く 

こ
と
を
大
切
に
実
践
し 

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  
 

「
今
ま
で
に
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
」 

緊
急
放
送
な
ど
が
聞
こ
え
ま
せ
ん
、
た
と
え
手
話
が

で
き
な
く
て
も
一
緒
に
手
を
繋
い
で
く
れ
た
ら
嬉
し

い
で
す
。
野
地
さ
ん
の
手
話
を
使
っ
た
お
話
に
、
生

徒
の
皆
さ
ん
は
表
情
も
し
っ
か
り
見
て
い
ま
し
た
。

「
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、
聴
覚
に
障
が
い
の
あ

る
人
の
生
活
に
必
要
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
家

に
帰
っ
た
ら
テ
レ
ビ
の
音
も
消
し
て
聞
こ
え
な
い
時

間
を
体
験
し
ま
す
。」
生
徒
の
皆
さ
ん
の
表
情
が
、

さ
ら
に
優
し
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

聴覚に障がいのある野地智子さんを囲んで 

生徒１３人がお話を聞いたり質問をしました 

仕事量に基づき 6～10人のチームを編成し 

ボラセンと連絡調整をしながら活動しました 

手話ができなくても、目を見て口を大

きく開けて話してくれたら、分かりま

すよ！表情も大切です 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
送
迎
バ
ス 

指文字は向きがあります。 

「ちょっぴり難しいな」 

 

 

大竹・大野地区マツダ OB 会 

会長 殿納基靖さん 

点字を打つ体験。「ポツポツ、

音と感触が気持ちいいね」 

 

 


